
平成２９年度  田原小学校 学校評価書 

※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

豊かな心や健やかな体をもち，自ら考え，取り組み，判断し，  【今年がんばる４つのめあて】 

新しい時代を創造的に生きる児童を育成する。         ○めあてをもち学び合い，ふりかえろう 

（１） かしこく  ―  よく考え がんばりぬく子ども       ○いつでもどこでも笑顔であいさつしよう 

（２） なかよく  ―  すなおで 思いやりのある子ども     ○正しい言葉づかいを身につけよう 

（３） 元気よく  ―  じょうぶで 明るい子ども           ○ルールを守り，楽しく安全に生活しよう 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

次代を担う児童一人一人が、社会的自立を果たして未来を創造的に生きていく力を身に付けることができ

るよう、教職員がそれぞれの持ち味を発揮しながら、家庭・地域と連携し、共に本校の教育を担う者として

英知と熱意を結集することにより、一体感のある活力に満ちた教育活動を展開する。 

児童の発達の段階や個人差に目を向けつつ、同時に、人としての成長は、望ましい集団の中で保障され、

促進されることを重視し、常に「個」と「集団」の双方の視点を持ちながら、教育目標の達成を目指して、

あるべき学校教育の姿を追求し続ける。 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

（１）居がいのある学校づくり 

児童・教職員・保護者・地域・ボランティアなど，学校にかかわる誰もが自己存在感を実感できる学

校づくりに努める。 

（２）創意ある教育課程の編成と地域とともにある学校づくり 

児童・学校・地域の実態を踏まえ，知・徳・体の調和のとれた創意ある教育課程を編成し，教育目標

の実現に努める。また，伝統ある校風を基盤に，児童と地域の実態や思いを踏まえるとともに，小中一

貫教育・地域学校園や魅力ある学校づくり地域協議会と連携を図りながら，地域の教育力を生かした教

育活動を推進する。 

 （３）生きる力と社会性を育む教育実践 

確かな学力と豊かな心，そして健やかな体をバランスよく育成するとともに，個人的資質及び公民的

資質の伸長を図る。また，基本的な生活習慣と言語活動の充実，さらに道徳の実践的指導を推進する。 

 （４）自己研鑽と組織的な学校運営の推進 

教職員は情熱と使命感をもって，絶えず研修と修養に努め，共に学び合いながら，時代の要請に即応

する教育の推進に努める。また，同僚性と自律性を基盤にした組織的な学校運営に努める。 

 （５）学校と地域の協働による安全体制の確立 

教育環境を整備するとともに，地域と協働しながら安全体制を確立し，安全・安心で潤いのある学校

づくりに努める。 

 

 

 

４ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

（１）学校運営 

・地域社会との連携を図る教育活動を展開するとともに，積極的な情報の発信や学校の公開に努める。 

・校内のさらなる情報の共有化を図ることにより，家庭や地域から「信頼される学校づくり」を推進する。 

（２）学習指導 

・自分の考えを伝えあい，共に学び合うことのできる児童の育成に努める。 

・児童の主体的な家庭学習の実践を通して，基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させる取組を推

進する。 

（３）児童生徒指導 

・思いやりの心を育むとともに，決まりやマナーを身に付け，認め励まし合いながら生活する児童育成の

取組を推進する。 

[田原地域学校園教育ビジョン]  

自らすすんで何事にも取り組む子どもの育成 



（４）健康（体力・保健・食・安全）（元気アップ教育に係る取組を含む） 

・自分の健康状態に関心を持ち，心身と心の健康増進に努め，健康な生活を実践しようとする児童育成の

取組を推進する。 

 

５ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 

評 価 

学

校

運

営

の

状

況 

Ａ１ 学校は，活気があり，明

るくいきいきとした雰囲

気である。 

【数値指標】全体アンケートの

「私は今の学校が好きです」 

⇒児童の肯定的回答 90％以上 

① 学校評価や学校行事の反省等を 

生かし，児童が生き生きと活動す

る教育活動を行い，活気のある学

校づくりに努める。 

② 集会活動・体験活動などを工夫 

し，児童が生き生きと活動できる

よう努める。 

・縦割り班活動の充実 

・外部講師等による体験活動の充  

 実 

 ・児童集会・音楽集会の充実 

③ 教育相談の機会を生かして、よ

り良い人間関係づくりに努める。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ２ 教職員は，組織の一員と

して熱心に教育に当たっ

ている。 

【数値指標】全体アンケートの

「先生方は，大切なことを熱心

に指導してくれる」 

⇒児童の肯定的回答 90％以上 

 

① 全職員が学校経営に参画意識を 

もって，協力して教育に当たるよ
うに努める。 

② 児童一人一人をよく見取り，声

をかけ，よく話を聞き，良いとこ

ろは認め，指導すべき事はしっか

り指導する。 

③ オープンスクール，授業参観等

を工夫していろいろな学習の様子

を公開し，学校理解を深めるよう

努力する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ３ 児童は，授業と生活のき

まりやマナーを守り，秩序

があり安全な学校生活を

している。 

【数値指標】全体アンケートの

「授業と生活のきまりやマナ

ーを守って生活している」 

⇒児童の肯定的回答 80％以上 

① 学校でのきまりを徹底するため

に「田原小のやくそく」や「よい

子の一日」を提示し，教職員が共

通理解の下，生活指導はもちろ

ん，学習指導や日課等でも，きま

りを守ることの大切さを繰り返

し指導する。また，きまりの定着

のため家庭との連携も図る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 



Ａ４ 教職員は，分かる授業や

児童にきめ細やかな指導

を行い，学力向上を図って

いる。 

【数値指標】全体アンケートの

「先生方の授業は，分かりやす

く，一人一人に丁寧に教えてく

れる」 

⇒児童の肯定的回答 90％以上 

① 各教科で標準授業時数（文科省）

を確保するとともに，「基礎学習の

時間」において，漢字･計算･音読

などを発達段階に応じて取り入

れ，基礎的・基本的な内容の確実

な定着が図れるよう努める。 

② 一人一授業研究を行い，「わか

る・できる・楽しい」授業の工夫

に努める。 

③ 「田原っ子の学び」を継続実践

して主体的に学習する態度を育て

る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ５ 教職員は，いじめが許さ

れない行為であることを

指導している。 

【数値指標】全体アンケートの

「先生方は，いじめが許されない

ことを熱心に指導してくれる」  

⇒児童の肯定的回答 90％以上 

 

① 年４回「いじめアンケート」を

実施し結果をもとに担任が関係児

童との教育相談を行い，解決を図

る。解決が不十分な場合は，いじ

め対策委員会による解決を図る。 

② 年２回の「いじめ根絶強化月間」

に合わせ，標語・学級宣言文・個

人の意見文を作成・掲示し，個々

の児童の意識を高める。 

③ 「いじめ０なかよし集会」を行

い，学校全体の意識を高める。 

④ いじめ根絶への取り組み及び学

校で起きたいじめの件数や対応に

ついて、学校便りなどを通して情

報を公開し、保護者や地域の理解

を深める。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ６ 日課，授業，学校行事な

どの教育課程は，適切に実

施されている 

【数値指標】全体アンケートの

「私の学校生活や様々な活動は

充実している」 

⇒児童の肯定的回答 90％以上 

① 小中一貫教育の趣旨を踏まえ， 

夏季休業中の授業実施や土曜授

業、日課を工夫することで授業時

数を確保する。 

② 児童の主体的な活動や体験的な

活動を取り入れ，行事ごとに評価

を実施し改善を図る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ７ 学校の公開や情報の積

極的な発信・提供が行われ

ている。 

【数値指標】全体アンケートの

「学校は，学校便りや学校公開

などで，積極的に情報を発信・

提供している」 

⇒保護者の肯定的回答 90％以  

 上 

①  「オープンスクール」や授業参

観等を学期に２日以上実施し，学

校公開を保護者だけでなく，地域

に向けても積極的に行う。 

② 学校便りを毎月１回発行する

とともに，ホームページを定期的

に更新して，保護者や地域住民な

ど多くの人に知らせる。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 



Ａ８ 学校と家庭・地域・企業

等との連携・協力を図った

学校づくりが推進されて

いる。 

【数値指標】全体アンケートの

「私は，地域や企業の方々と一

緒に活動することで学習が充実

し楽しい」 

⇒児童の肯定的回答 90％以上 

① 「魅力ある学校づくり地域協議

会」との連携を強化し，学校･保護

者・地域住民が一体となって，教

育活動の充実と活性化を図る。 

② 授業ボランティア（地域の外部

講師・街の先生）と連携した授業

を計画的に実施し，その成果につ

いても広く情報発信する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ９ 校内は，学習にふさわし

い環境となっている。 

【数値指標】全体アンケートの

「学校は，清掃が行き届き，荷物

や備品などが整理整頓され，学

習しやすい環境である」 

⇒保護者の肯定的回答 80％以 

 上 

① 毎月，施設・設備の安全点検を実

施し，修繕・補修を迅速に行い，学習

にふさわしい環境づくりに努める。 

② トイレと水道周りは，常にきれいに

維持できるように，使用法の徹底を

図るとともに，清掃活動において重

点的に指導する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ10 学校は，「小中一貫教

育・地域学校園」の取組を

行っている。 

【数値指標】全体アンケートの

「学校は、小学校と中学校が連

携した『小中一貫教育・地域学

校園』の取組を行っている」 

⇒保護者の肯定的回答 80％以

上 

① 田原中の生徒とともに、挨拶運

動を実施する。 

② 交流授業を実施する。 

③ 学校行事等において、中学生の

ボランティアを募り、児童と接す

る機会をつくる。 

④ ３校の教職員が協力して、小中

学校において一貫した保健指導や

食育などの取組を実施する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ｂ１学校は，事故防止・安全対

策に努めている。 

【数値指標】全体アンケートの
「学校は事故防止や安全対策に
積極的に取り組んでいる」 
⇒保護者の肯定的回答 90％以
上 

 

① 月１回の全校下校，毎日の学年下

校，交通安全教室，不審％者対応避

難訓練，引き渡し訓練を実施する。 

② 家庭・地域との連絡体制（田原小

安全対策連絡会による防犯パトロー

ル・子ども１１０番の家・保護者、地

域への情報提供）を継続し実施す

る。 

 

【達成状況】 

【次年度の方針】 

教

育

活

動

の

状

況 

生 

活 

健

康

・

体

力 

Ａ11 児童は，進んであい

さつをしている。 

【数値指標】全体アンケー

トの「児童は，時と場に応じ

たあいさつをしている」 

⇒児童の肯定的回答 90％

以上 

① 地域学校園で毎月第２週をあいさ

つ週間とし，その実施方法を工夫し，

地域とも協力して基本的生活習慣の

育成を図る。 

② 地域協議会と連携し，あいさつ標

語を募集し，優秀作品を掲示するな

どして，あいさつへの関心・意欲を高

める。 

③ 保護者・地域の方にも模範として児

童へ積極的にあいさつの言葉をかけ

ていただくよう依頼するとともに、

PTA生活指導部が参加するあいさつ

運動を実施する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 



Ａ12 児童は，正しい言葉

づかいをしている。 

【数値指標】全体アンケー

トの「児童は，時と場に応じ

た言葉づかいをしている」 

⇒児童の肯定的回答 80％

以上 

① 気持ちよい言葉づかいや返事につ

いて共通理解を図るとともに，日常

的な指導を繰り返し実施し，保護者

にも協力を呼びかける。 

② 職員室入室時のあいさつ訓練等を

継続指導する。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ13 児童は，進んで運動

する習慣を身に付け

ている。 

【数値指標】全体アンケー

トの「児童は休み時間や放

課後などに進んで運動して

いる」 

⇒児童の肯定的回答 80％

以上 

① 元気っ子健康体力チェックの結果

などをもとに，定期的に重点運動を

決めて，児童が目当てを持って運動

に取り組めるようにする。 

② 体力や技能を向上させるための取

組みを，年間を通して実施する。  

・縄跳び,水泳,鉄棒の検定カードを 

 活用する。 

③ たわらの時間や昼休みに外遊び

を奨励する。遊び塾を通して異学

年交流や遊びの種類を増やす。 

④ 学校便りや学年便り、ホームペ

ージなどを通して、各種検定カー

ドを活用して運動に取り組んでい

ることを発信したり、校外でも休

日や放課後における屋外遊びを奨

励したりする。 

 

【【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ14 児童は，栄養のバラ

ンスを考えて食事を

している。 

【数値指標】全体アンケー

トの「児童は，好き嫌いなく

給食を食べている」 

⇒児童の肯定的回答 80％

以上 

① 栄養職員と連携した食育に関係す

る授業を計画的に取り入れる。 

② 給食便りを毎月１回発行し，栄養面

を含め食育や健康に対する家庭の

意識の高揚を図る。 

③ 家庭との連携を図り，食育の啓発

に努めるとともに，「お弁当の日」の

計画，実施を進める。 

④ 栄養職員とのＴＴ授業をさらに進

め，栄養や残菜への関心を高める。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ｂ３児童は，自分の健康の

ために，手洗い・うがい･

歯磨きを進んで行ってい

る。  

【数値指標】全体アンケート

の「自分は，健康のために，

手洗い・うがい・歯磨きを進

んで行っている」 

⇒児童の肯定的回答 80％

以上 

① 保健便りを発行し，健康な生活習

慣を身につけるための情報発進をす

る。 

② たわらの時間や昼休みなどの外遊

びの後，給食後の場面で，手洗い・う

がい･歯磨きを励行させる。 

③ 長期の休み以外にも，うがいカレン

ダーや歯磨きカレンダーを時折実施

して，意識を継続させる。 

 

【達成状況】 

【次年度の方針】 



学 

 

習 

Ａ15 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】全体アンケー

ト「児童は授業中に進んで

話合い，分かりやすく発表

するなど，積極的に学習し

ている」 

⇒児童の肯定的回答 80％

以上 

① 授業の準備を忘れず，休み時間の

うちに用意する。 

② １時間に一回発表を目標に授業に

取り組ませる。 

③ 話し合い活動を積極的に取り入れ

る。 

④ 板書したことをきちんとノートに書き

写したり，工夫してノートにまとめたり

することができるようにする。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ16 児童は，落ち着いて

学習に取り組んでい

る。 

【数値指標】全体アンケー

ト「児童は授業中に先生や

友達の話をよく聞くなど，落

ち着いて学習している」 

⇒児童の肯定的回答 80％

以上 

① チャイム着席を守らせる。 

② 授業中の姿勢や話を聞くときの態

度について指導する。（合言葉で

意識づけを図る。） 

 ・姿勢の日の指導を継続する。 

・「足はぺったん・背中はピン・おなか 

と背中にグーひとつ」 

・「話をします」「目を見ます」 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ｂ２児童は，家庭学習の習

慣が身に付いている。 

【数値指標】全体アンケート

「私は，宿題や自主学習を

進んで行っている」 

⇒児童の肯定的回答 80％

以上 

① 毎日宿題を出す。 

②  自主学習の内容を指導する。模

範的な自主学習の内容を紹介する

「自主学習のすすめだより」を発行

する。 

③ 「家庭学習のすすめ」を通して家庭

の理解・協力を得る。 

 

【達成状況】 

【次年度の方針】 

Ｂ４本を読むことの楽しさ

や大切さがわかる。  

【数値指標】全体アンケート

「私は，進んで読書をしてい

る」 

⇒児童の肯定的回答 80％
以上 
 

 

① 心穏やかに読む，静かな朝の読書

（朝の活動）を週 2 回実施する。 

② ボランティアによる「読み聞かせ会」

を学年・クラスごとに行うよう年間を

通して計画し実施する。  

③ 親子読書を奨励する。 

④ 図書室の開館時間を増やす。 

⑤ 月毎に配付している行事予定の

第三土曜日の欄に「家読の日」と

入れるとともに、自主学習表に「家

読」の時間と書籍名を記入する欄

を設ける。 

 

 

本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

Ｂ５地域の特色を生かした学習

の充実を図ることにより，地域を

愛する心が育っている。 

【数値指標】全体アンケート「私

は，地域や企業の人たちと一緒

に，地域の自然や文化などにつ

いて学習をして，田原の地域の

ことが好きになった」 

⇒児童の肯定的回答 80％以上 

① 保護者・地域社会との連携を図り，

体験活動を重視した地域の特色を生か

した学習などを実施し郷土愛の育成を

図る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

 

 

 

 



〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

 

６ 学校関係者評価 

 

 

７ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

 


